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第
二
十
六
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

令
和
四
年
六
月
二
十
七
日
、
酒
田
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
一
般
社
団 

法
人
酒
田
観
光
物
産
協
会
の
第
二
十
六
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

令
和
四
年
度
の
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン 

【
観
光
】
我
ら
観
光
資
源
発
掘
隊 
原
石
の
商
品
化
を
目
指
す 

【
物
産
】
酒
田
の
香
り
を
身
に
ま
と
い 
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の 

お
も
て
な
し
を
目
指
す 

 

主
催
者
挨
拶 

要
約 

       

コ
ロ
ナ
と
同
時
に
会
長
就
任
し
、
二
年

間
大
変
だ
っ
た
が
、
今
年
は
酒
田
観
光
戦

略
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
酒
田
ま
つ
り

の
人
出
が
ピ
ー
ク
時
に
戻
っ
た
。 

観
光
振
興
の
重
点
事
業
と
し
て
、
日
和

山
桜
ま
つ
り
・
酒
田
ま
つ
り
・
さ
か
た
縁

日
ま
つ
り(

仮
称)

の
企
画
・
運
営
を
担
当

す
る
。
盛
夏
の
中
、
帰
省
さ
れ
る
方
向
け 

     

の
新
し
い
夏
ま
つ
り
を
計
画
し
て
い
る
。

八
月
十
日
・
十
一
日
に
「
さ
か
た
縁
日
ま
つ

り
」
と
し
て
、
中
町
と
大
通
り
で
開
催
。 

ま
た
、
華
の
館
の
企
画
展
や
「
お
し
ん
」

人
形
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
も
観
光
管
轄
に
移

し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
酒
田
に

お
越
し
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
を
、
旅
行

会
社
等
に
発
信
強
化
し
て
い
く
。 

 

物
産
振
興
で
は
、「
夢
の
倶
楽
の
売
場
改

革
」
を
重
点
事
業
と
し
、
２
年
間
で
行
っ
て

き
た
デ
ー
タ
化
に
よ
る
販
売
分
析
・
販
売

員
研
修
・
陳
列
改
善
な
ど
土
台
強
化
に
取

り
組
ん
で
行
く
。 

年
間
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
集
客
を

図
り
、
販
売
強
化
期
間
と
販
売
重
点
商
品

に
よ
る
販
売
促
進
を
進
め
て
い
く
。 

納
品
業
者
の
団
体
・
酒
田
夢
の
倶
楽
協

力
会
と
の
関
係
も
重
要
。
連
携
を
、
よ
り
強

化
し
て
い
き
た
い
。 

 

今
年
度
は
背
水
の
陣
で
頑
張
る
。
会
員

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ご
来
賓
の
皆
様 

  

酒
田
市
長 

丸
山 

 

至 

様 

 

酒
田
市
議
会 

議
長 

 

高
橋
千
代
夫 

様 

 

酒
田
市
議
会 

建
設
経
済
常
任
委
員
長 

 
 
 
 
 
 

安
藤 

浩
夫 

様 

 

酒
田
市
地
域
創
生
部
長 

 

佐
々
木
好
信 

様 

 

公
私
共
に
御
多
忙
の
中
、
ご
臨
席
賜
わ
り

ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  (

笑)
 

眞
島
会
長
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
挨
拶
は
マ

ス
ク
を
着
用
し
た
写
真
で
、
と
い
う
お
話
が 

あ
り
ま
し
た
の
で
、
マ
ス
ク
着
用
の
写
真
を 

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
編
集
者 

    

来
賓
代
表
挨
拶 

要
約 

        

コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
間
大
変
だ
っ
た
と
思

う
。
市
で
も
一
定
の
支
援
を
し
て
き
た
。
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
貴
協
会
か
ら

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
昨
年
三
月
、
山
居

倉
庫
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
利
活
用

検
討
中
。
酒
商
跡
地
開
発
も
事
業
予
定
候

補
者
が
決
定
。
。
物
産
館
機
能
は
、
酒
田
市

が
責
任
を
も
っ
て
維
持
し
て
い
く
。 

    

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
祭 

山
居
倉
庫
・
酒
田
夢
の
倶
楽
で 

初
め
て
開
催
〈
５
千
人
来
館
〉 

  

六
月
五
日
か
ら
六
月
二
十
九
日
ま
で
、
県

庁
所
在
地
以
外
で
は
初
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化

祭
」
が
酒
田
夢
の
倶
楽
華
の
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

六
月
五
日
、
丸
山
酒
田
市
長(

中)

、
眞
島

酒
田
観
光
物
産
協
会
長(

右)

、
大
泉
Ｎ
Ｈ
Ｋ

山
形
放
送
局
長(

左)

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

   

  

            

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
未
来
が
や
っ
て
き
た 

  

文
化
祭
の
特
別
展
示
で
は 

① 

山
形
の
名
所
を
め
ぐ
る
Ｖ
Ｒ
映
像 

② 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
技
術
研
究
所
発
！
最
新
の

放
送
機
器 

放
送
の
未
来
を
体
験 

  

七
月
八
日
～
八
月
二
十
二
日 

♥
藍
染
布
花
「
癒
し
の
色
々
」 

 
 

藍
染
の
ド
レ
ス
な
ど
が
お
出
迎
え
し
ま

す 

涼
し
げ
な
藍
染
の
癒
し
の
空
間
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い 

    

八
月
二
十
七
日
～
十
月
三
日 

♥
酒
田
伝
統
工
芸
「
匠
の
技
展
」 

 
 

匠
の
技
・
職
人
の
逸
品
が
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す 

展
示
即
売
も
実
施 

今
年
パ

リ
で
披
露
さ
れ
た
船
箪
笥
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す 

    

一
月
二
十
八
日
～
二
月
二
十
日 

♥
ブ
ナ
の
声2

02
3

「
齋
藤
正
広
写
真
展
」 

 
 

人
を
寄
せ
付
け
な
い
冬
山
の
厳
し
さ

生
命
力
・
春
を
待
ち
わ
び
る
樹
木
の
姿

な
ど
驚
き
の
作
品
を
展
示
し
ま
す 

     

二
月
二
十
五
日
～
四
月
三
日 

♥
湊
酒
田
「
加
藤
家
の
お
雛
さ
ま
」 

 
 

酒
田
の
旧
家
・
加
藤
家
の
お
雛
さ
ま 

 

江
戸
時
代
後
期
の
古
今
雛
で
四
三
㎝

の
大
型
雛 

ホ
テ
ル
雅
叙
園
東
京
の

百
段
雛
ま
つ
り
に
も
展
示
さ
れ
「
日
本

一
有
名
な
雛
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す 

加
藤
家
の
お
雛
さ
ま
を
見
る
た
め
全

国
か
ら
多
く
の
方
が
夢
の
倶
楽
に
お

越
し
に
な
っ
て
い
ま
す 

      

十
一
日
は
Ｅ
テ
レ
人
気
番
組
「
わ
ら
た
ま 

ド
ッ
カ
ー
ン
」
を
公
開
収
録
。
ラ
ジ
オ
第
一 

で
放
送
中
の
「
タ
カ
ア
ン
ド
ト
シ
の
お
時
間 

い
た
だ
き
ま
す
」
も
十
二
日
に
公
開
収
録 

さ
れ
ま
し
た
。
朗
読
イ
ベ
ン
ト
「
酒
田
が 

生
ん
だ
詩
人
・
吉
野
弘
を
読
む
」
も
地
元
高

校
生
が
山
居
倉
庫
で
朗
読
す
る
な
ど
思
い

出
深
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。 

 

期
間
中
、
五
千
百
十
人 

の
皆
様
か
ら
来
館
い
た
だ
き 

酒
田
市
内
の
浜
田
小
学
校
、 

平
田
小
学
校
、
琢
成
小
学
校 

第
二
中
学
校
、
東
部
中
学
校 

の
皆
様
か
ら
も
、
お
越
し 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   
十
一
月
十
二
日
～
十
二
月
十
九
日 

♥
浪
漫
を
た
ど
る
「
紅
花
展
」 

北
前
船
と
最
上
川
舟
運
結
節
点
の
湊 

町
酒
田 

色
鮮
や
か
な
紅
花
染
め
は 

酒
田
か
ら
日
本
全
国
に
送
り
出
さ
れ 

た
紅
花
商
品
が
一
堂
に
ご
覧
い
た
だ 

け
ま
す 

 

十
二
月
二
十
四
日
～
一
月
二
十
三
日 

♥
白
旗
孝
夫
「
切
り
絵
展
」 

 
 

酒
田
市
出
身
の
切
り
絵
作
家
・
白
旗
孝 

夫
氏
の
作
品
を
多
数
展
示 
酒
田
の

建
造
物
や
風
景
を
切
り
絵
に
し
た
作

品
の
ほ
か
白
旗
氏
愛
用
の
カ
メ
ラ
や

写
真
も
展
示
し
ま
す 

 

      

③ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ 

シ
ャ
ル
特
別
映 

像
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

ク
イ
ズ 

④ 

東
京
・
渋
谷
で
展
示
し
て
い
た
メ
デ
ィ

ア
ウ
オ
ー
ル
で
人
気
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合

戦
等
の
過
去
の
番
組
の
視
聴
な
ど 

➄ 

チ
コ
ち
ゃ
ん
＆
キ
ョ
エ
ち
ゃ
ん
人
形
と

の
写
真
撮
影
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
。 

 

“
酒
田
発
“
”
の
番
組
・
イ
ベ
ン
ト
も
！ 

 

六
月
二
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
形
放
送
局
の
「
や
ま
ま

る
」
生
放
送
。
四
日
は
東
北
エ
リ
ア
向
け
の

「
定
禅
寺
し
ゃ
べ
り
亭
」
公
開
生
放
送
。 

    

ＮＨＫ文化祭テープカット 
撮影用にマスクを外しました 

放送の未来を体験 

丸山 至 市長 眞島 裕 会長 

役
員
改
選
に
つ
い
て 

  

定
時
総
会
で
、
二
十
名
の
理
事
と
、
二
名

の
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
定
時
総
会 

閉
会
後
、
理
事
会
を
開
催
し
、
眞
島
会
長
、

西
村
副
会
長
、
尾
沼
副
会
長
が
重
任
、
久
木

原
満
副
会
長
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。 

        

 

【
理 

事
】 

役 

職 
 
 
 

氏 

名 
 
 
 

専
務
理
事 

 

荒
生
餅 

満 
 
 

理 
 

事 
 

阿
蘇 

秀
弥 

 
 

同 
 
 
 

菅
原 

和
浩 

 
 

同 
 
 
 

田
中 

章
夫 

 
 

同 
 
 
 

後
藤
① 

俊 
 
 

同 
 
 
 

矢
野 

み
ね 

 
 

同 
 
 
 

山
﨑 

正
人 

 
 

同 
 
 
 

加
藤 

明
子 

 
 

同 
 
 
 

菊
池 

武
彦 

 
 

同 
 
 
 

佐
藤 

恒
夫 

 
 

同 
 
 
 

池
田 

満
好 

 
 

同 
 
 
 

梅
田 

光
隆 

 
 

同 
 
 
 

佐
藤 

一
則 

 
 

同 
 
 
 

佐
藤 

良
広 

 
 

同 
 
 
 

白
旗 

夏
生 

 
 

常
務
理
事 

 

奥
山 

栄
一 

 
  

【
監 

事
】 

監 
 

事 
 

渡
部 

佐
界 

    
 

 

同 
 
 

 

阿
部 

建
治     

         

眞島 裕会長 

尾沼 馨副会長 

西村 修副会長 

理事・監事の任期は、令和６年３月３１日までとなります 

久木原満副会長 
マスクも記念です 

華
の
館 

 

お
楽
し
み
展
示
計
画 

ご
案
内 

 十
月
八
日
～
十
一
月
七
日 

♥
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
「ri

kk
o

」 
 
 

rikko

さ
ん
は
、
酒
田
市
出
身
で
市
内
在 

住
の
子
育
て
マ
マ 

年
代
を
問
わ
ず
人 

気
の
絵
本
・
バ
ッ
グ
な
ど
フ
ァ
ン
が
多
く 

似
顔
絵
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
ま
す 

   
 

 

  



    

 

    

 

 

 

 

 

   

    

さ
み
だ
る
る 

旅
も
終
わ
り
の
足
を
洗
ふ 

種
田
山
頭
火
の
句
碑
建
立
な
る 

 
 

自
由
律
俳
句
の
代
表
的
俳
人
・
種
田
山

頭
火
は
、
松
尾
芭
蕉
の
足
跡
を
た
ど
り
、

東
北
巡
礼
の
旅
の
中
で
来
酒
。
昭
和
十
一

年
七
月
一
日
に
酒
田
市
天
正
寺
町(

現
・
相

生
町)

の
「
や
ま
ぐ
ち
屋
」
で
酒
を
飲
み
、

酒
代
と
し
て
句
を
書
い
て
い
っ
た
と
の
逸

話
が
あ
り
ま
す
。 

 

山
頭
火
の
句
碑
は
、
庄
内
地
方
で
は
、

鶴
岡
市
湯
田
川
と
庄
内
町
余
目
に
あ
り
ま

す
が
、
酒
田
市
に
は
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、 

    

山
頭
火
が
訪
れ
た
証
を
残
し
た
い
と
天

童
市
の
永
岡
昭
さ
ん
が
句
碑
建
立
の
発
揮

人
と
な
り
奔
走
。
そ
の
話
に
共
感
し
た
酒
田

市
観
光
ガ
イ
ド
協
会
の
豊
岡
紘
子
さ
ん
も

有
志
を
募
る
な
ど
応
援
し
、
酒
田
市
初
の
建

立
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

七
月
一
日
に
、
酒
田
市
の
最
上
川
沿
い
の

高
台
、
観
音
湯
地
内
に
眞
島
会
長
ほ
か
協
力

者
が
集
ま
り
「
種
田
山
頭
火
の
句
碑
」
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
最
上
川
の
雄
大
な
流
れ

と
、
種
田
山
頭
火
の
句
碑
に
、
思
い
を
馳
せ

た
日
と
な
り
ま
し
た
。 

【
場
所
】 酒

田
市
成
興
野
須
郷
一―

八 

松
山
温
泉 

眺
望
の
宿
・
観
音
湯 

    

も
っ
と 

も
っ
と 

も
っ
と 

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す 

  

夢
の
倶
楽 

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
ペ
イ
ペ
イ
利
用
で
最
大
３
０
％
の
ポ

イ
ン
ト
が
戻
っ
て
き
ま
す
。 

酒
田
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
特
に
受
け
て
い
る
市
内

中
小
規
模
の
飲
食
、
交
通
、
宿
泊
、
旅
行
事

業
者
の
売
り
上
げ
向
上
を
目
的
に
、PayPay

株
式
会
社
と
連
携
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

期
間
は
七
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
。 

     

八
月
十
日(

水) 

道
の
日 

 

〈
縁
日
屋
台
大
集
合
〉
午
後
０
時
～
九
時 

中
通
り
や
中
央
公
園
に
わ
く
わ
く
屋 

台
が
た
く
さ
ん
出
ま
す 

大
人
気
の 

ク
ラ
フ
ト
展
も
同
時
開
催
で
す 

〈
働
く
車
大
集
合
〉
午
後
一
時
～
四
時 

中
通
り
に
お
子
さ
ん
が
大
好
き
な
働
く 

車
が
大
集
合
し
ま
す 

自
衛
隊
の
車
も

来
ま
す 

〈
踊
り
手
大
集
合
〉
午
後
五
時
～
八
時 

 
 

中
央
公
園
で 

六
時
か
ら
「
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」 

七
時
か
ら
「
Ｓ-

Ｊ
ｉ
ｎ
ｋ
ｕ
」
が
あ
り 

ま
す 
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
を 

お
楽
し
み
く
だ
さ
い 

     

八
月
十
一
日(

木
・
祝 

山
の
日)

 
 

 

〈
縁
日
屋
台
大
集
合
〉
午
後
０
時
～
九
時 

中
通
り
や
中
央
公
園
に
わ
く
わ
く
屋 

台
が
た
く
さ
ん
出
ま
す 

大
人
気
の 

ク
ラ
フ
ト
展
も
同
時
開
催
で
す 

〈
地
域
伝
統
文
化
〉
午
後
六
時
～
三
〇
分
間 

 
 

大
通
公
園
で
浜
田
小
学
校
児
童
に
よ 

る
地
域
伝
統
文
化
披
露
が
あ
り
ま
す 

〈
酒
田
甚
句
踊
り
〉
午
後
七
時
～
八
時
三
〇
分 

 
 

大
通
り
で
酒
田
甚
句
に
合
わ
せ
十
五 

団
体
八
百
人
が
踊
り
ま
す 

「
さ
か
た 

縁
日
ま
つ
り
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
「
酒
田 

甚
句
踊
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

 

問
合 

さ
か
た
夏
の
縁
日
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

 
 
 

電
話
０
２
３
４
・
２
４
・
２
２
３
３ 

  

夢
の
倶
楽 

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー 

夏
の
お
ス
ス
メ
は 

塩
入
り 

 

【
鯛
塩
ラ
ー
メ
ン
】
（
５
５
０
円 

税
込
） 

 

人
気
の
鯛
塩
ラ
ー
メ
ン
が
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
。
今
年
の
夏
は
「
あ
お
さ
」
入
り
。 

磯
の
香
り
た
っ
ぷ
り
の
「
鯛
塩
ラ
ー
メ
ン
」 

は
、
夏
に
ぴ
っ
た
り
と
好
評
で
す
。 

          
【
塩
小
豆
サ
ン
デ
ー
】（
４
２
０
円 

税
込
） 

 
つ
や
姫
ソ
フ
ト
に
た
っ
ぷ
り
小
豆
。
プ
ラ

ス
ソ
ル
ト
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
日
本
海
酒
田
の
塩
を
使
っ
て
い
ま

す
。「
甘
い
」
と
「
し
ょ
っ
ば
い
」
の
、
夏
の

味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

      

 

酒
田
夢
の
倶
楽
協
力
会 

総
会 

  

夢
の
倶
楽
の
納
品
事
業
者
の
皆
さ
ん
で

組
織
す
る
「
酒
田
夢
の
倶
楽
協
力
会
」
。
会
員

は
百
四
十
に
上
り
ま
す
。 

 

六
月
十
一
日(

土)

十
八
時
か
ら
、
酒
田
夢

の
倶
楽
協
力
会
の
総
会
が
、
酒
田
勤
労
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
、
酒
田
市
の
佐
々
木
地
域
創

生
部
長
、
当
協
会
の
眞
島
会
長
が
出
席
。 

 

役
員
改
選
で
は
、
全
役
員
が
再
任
さ
れ
、

新
し
い
幹
事
と
し
て
㈱
酒
田
米
菓
の
佐
藤

社
長
が
就
任
し
ま
し
た
。 

 

酒
商
跡
地
開
発
に
伴
い
、
夢
の
倶
楽
協
力

会
の
皆
さ
ん
と
観
光
物
産
協
会
が
連
携
を

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

               

夢
の
倶
楽
協
力
会
と
観
光
物
産
協
会 

合
同
正
副
会
長
会
議
を
開
催 

  

七
月
十
一
日
、
当
協
会
の
眞
島
会
長
・
副

会
長
等
と
、
酒
田
夢
の
倶
楽
協
力
会
梅
田
会

長
・
副
会
長
は
、
酒
田
市
広
報(

七
月
一
日

号)

に
山
居
倉
庫
周
辺
エ
リ
ア
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
事
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
酒
商
跡
地
開
発
で
は
、
優
先
交
渉
権

者
が
決
定
し
た
が
、
具
体
的
な
内
容
が
不

明
。
山
居
倉
庫
保
存
活
用
計
画
に
つ
い
て
も

同
様
と
の
意
見
が
あ
り
、
両
会
の
連
携
を
密

に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

               

「
お
し
ん
」
今
も
根
強
い
人
気 

  

昭
和
五
十
八
年
（1983

）
四
月
四
日
か
ら

昭
和
五
十
九
年
（1984

）
三
月
三
十
一
日
ま

で
放
送
さ
れ
て
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
お
し
ん
」。
来
年
で
四
十
年
で
す
。 

     

今
も
人
気
の
「
お
し
ん
」
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化

祭
で
も
パ
ネ
ル
や
映
像
で
紹
介
さ
れ
、
華
の

館
常
設
の
「
お
し
ん
」
人
形
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

名
場
面
を
回
想
す
る
人
も
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。 

                

酒
田
花
火
シ
ョ
ー2

0
2
2

の
お
知
ら
せ 

来
年
度
か
ら
は 

２
尺
玉
大
会 

    
 
 
 
 
 

と
し
て
稼
働
予
定 

 

★
令
和
四
年
八
月
六
日(

土) 

 

午
後
七
時
三
〇
分
か
ら
午
後
９
時
予
定 

★
酒
田
市
最
上
川
右
岸
河
川
敷
特
設
会
場 

★
感
染
予
防
の
た
め
観
覧
会
場
内
は
原
則 

有
料
観
覧
席
で
全
席
指
定
と
な
り
ま
す 

☆
酒
田
花
火
シ
ョ
ー
実
行
委
員
会
事
務
局
が

酒
田
観
光
物
産
協
会
か
ら
酒
田
市(

酒
田
観

光
戦
略
推
進
協
議
会)

に
替
わ
り
ま
し
た 

            
東
北
有
数 

酒
田
花
火
シ
ョ
ー 

夏
の
夜
空
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い 

 

２
尺
玉
一
〇
発
以
上 

 

尺
玉
１
０
０
発
以
上 

打
ち
上
げ
総
数

１
万
２
千
発 

打
ち
上
げ
展
開
幅
２
㌔
㍍ 

問
合 

酒
田
花
火
シ
ョ
ー
実
行
委
員
会 

 
 
 

電
話
０
２
３
４
・
２
６
・
５
７
５
９ 

          

酒
田
観
光
物
産
協
会
直
行
便 

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
稼
働
中 

  

い
つ
で
も 

ど
こ
で
も 

夢
の
倶
楽
の
商
品

購
入
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「
酒
田

観
光
物
産
協
会
直
行
便
」
は
、
当
協
会
が
運
営

し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
使
命
は
、 

こ
こ
に
在
る
ハ
ッ
と 

し
て
ホ
ッ
と
す
る
産 

 
 
 

ス
マ
ホ
は 

物
を
酒
田
の
香
り
に 

 
 
 

こ
ち
ら
か
ら 

包
み
上
質
な
商
品
に 

変
え
て
お
届
け
す
る 

こ
と
で
す
。
お
気
軽 

に
ご
覧
の
う
え
、
ぜ 

ひ
手
に
取
っ
て
い
た 

だ
き
た
い
と
願
っ
て 

お
り
ま
す
。 

            

人
気 ↖

 

急
上
昇 

会
長
も
イ
チ
オ
シ 

まちなかの お盆の お祭りが新登場 

さかた夏の縁日まつり 

８月１０日（水）～１１日（木・祝） 

酒田観光 直行便 



 


